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日本政策金融公庫 × 近畿財務局京都財務事務所 × 京都知恵産業創造の森 共催セミナー

「フューチャー・デザイン」
でビジネスを考えよう

日時：令和８年５月29日（金）18:00～20:00

会場：京都経済センター３階「KOIN」



▍開催経緯 ▍当日までの流れ

日本政策金融公庫主催「女性のための起業家セミナー」（令和

７年12月10日開催 ＠同志社女子大学）に参加した際、日本政策

金融公庫担当者との雑談の中で・・・

公庫担当者

最近はどんな取組をやっているんですか？

フューチャー・デザインに係る取組を進めてい
て、現在複数の地方公共団体や大学からワーク
ショップの実施依頼を受けているところで…

フューチャー・デザイン！！って何ですか？？
それ、起業家を目指す人たちにも何か活用でき
ないですかね！？

確かに…起業家の方にとっても、フューチャー・
デザインの手法を用いて、望ましい未来社会から
の視点で現在展開するべきビジネスを考えること
に役立てられるかも…。
ちょっと、当方で企画を考えてみます！！

翌日、企画係長からワークの構成案を提示したとこ
ろ、公庫担当者からは「ぜひ、これでセミナー開催
したい！」との声を頂戴し、開催に向けての準備が
始まりました。

企画係長

公庫担当者

企画係長

企画案提示

オンライン打ち合わせ①

（ワークの流れ、今後のスケジュール感を確認）

京都知恵産業創造の森の共催決定、会場確保

開催日決定

オンライン打ち合わせ②

（講師顔合わせ、当日の流れ確認）

参加者募集開始

セミナー当日
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基調講演者（mui Lab㈱ 大木和典 氏）決定



▍セミナーの構成 ▍ねらい

• 第１部 基調講演（15分）

講師：大木和典 氏（mui Lab㈱ 代表取締役）

• 第２部 フューチャー・デザイン・ワーク（90分）

講師：近畿財務局京都財務事務所企画係長

• 第３部 発表・講評（15分）

進行：企画係長 コメンテーター：大木和典 氏

• 創業前や企業間もない方を対象に、「フューチャー・デザイ

ン」の手法を通じて、将来世代に目線を置いた課題発見・解決

に向けたソリューションを提供する。

• 創業を目指している方や創業関心層に対し、創業を身近に感じ

させるとともに、起業に必要な考え方や姿勢などを提供する。

⇒ 現世代人として
何をすべきか？

フューチャー・デザインとは？

様々な社会課題を考える際に、現在の世代だけでなく、その課題の
影響が及ぶ「未来の人々」の立場も踏まえ議論するため、私たち自
身が仮想将来人（未来人）になりきり、現世代へ提言を行う手法。

仮想将来人 現世代人

現代のうちに
もっと〇〇し
ておけばよ
かったのに。

メッセージを
踏まえて
〇〇の対策
をしていこう！

2050年にタイムスリップ
仮想将来人からの

メッセージ

良い未来が想像できたら、
それを実現するために

悪い未来を想像したら、
そうならないために

セミナーフライヤー



▍基調講演 ▍フューチャー・デザイン・ワークショップ

講師 ： mui Lab 株式会社
代表取締役 大木和典 氏

講師 ： 財務省近畿財務局
京都財務事務所 企画係長

【テーマ】
～将来を見据えたビジネスとは～

大木氏がmui Lab㈱を起業され
るまでの経緯をご説明の後、起業
の実現に対する価値観についてお
話いただきました。具体的には、
• 自分が一歩アクションを取り、

形にすることによって、繋が
りが生まれる

• 成功している人は諦めなかっ
た人であり、上手くいくまで
続ける

• 歴史は繰り返すため、未来を
予想するためにも歴史に着目
してみる

以上の観点をお話いただき、その
上で数十年後をイメージして、ど
んな未来にしたいか、〇〇したら
どうなるかを逆算して考えること
の重要性を述べられました。

mui Lab㈱ HP
https://muilab.com/ja/

mui Lab㈱
代表取締役  大木和典 氏
上智大学卒。NISSHA北米での
駐在、新規事業開発を経て、
2017年に社内ベンチャーでmui 
Labを創業し、2019年MBOで独
立。天然木を使ったIoTインター
フェースの「muiボード」を製
品化し、世界的なデザイン賞や
テクノロジー賞を受賞。「くら
しのOS」を基軸に、Well-being
なくらしに関わるソリューショ
ンを多種多様な企業へ提供する。

ワークショップの様子講演スライドの一部

以上の流れでワークを進め、特に2050年へタイムスリップした際に
は、参加者から「今は120歳まで生きている」「宇宙で生活してい
る」等、未来人になり切った自由な発言が飛び交いました。2026年
に戻った後は、未来人からのメッセージを踏まえそれぞれが思い描
くビジネスの概要を整理し、メンバー同士でフィードバックし合う
ことで、ビジネスアイデアのブラッシュアップを図りました。

実際のワークシート

【テーマ】
～2050年に生きる未来人からのメッ

セージを受け、今から展開すべき
ビジネスアイデアを考えよう～

冒頭にフューチャー・デザインの
概念を説明した後、参加者には３～
４人/班のグループ編成でワーク
ショップを行っていただきました。
1. 2000年を振り返ろう
2. 2050年未来人の視点で考えよう
3. 今から展開すべきビジネスアイ

デアを考えよう
4. PRタイム
5. 事業の概要を整理しよう

https://muilab.com/ja/


項
目

▍フューチャー・デザイン・ワークショップの流れ（90分）



▍ワークに取り入れたポイント① ▍ワークに取り入れたポイント②

◆ パスト・デザイン・ワークの導入

• フューチャー・デザインのワークに入る前の準備として、
2026年に生きる現代人として2000年の過去の人にメッセージ
を送る「パスト・デザイン」を取り入れることで、時空の感覚
を掴む練習をしていただきました。

◆ 未来予想を提示

• フューチャー・デザイン・ワークで多様な未来をイメージしてい
ただくため、各種統計等から2050年頃までにこうなると予測され
ている事項をプラス面・マイナス面ともにいくつか提示しました。

2000年を思い出してい
ただくため、2000年当
時の社会の動きや流行
したものを講義資料で
提示しました。

実際のワークシート



▍ワークに取り入れたポイント③ ▍ワークに取り入れたポイント④

◆ WILL・CAN・NEEDの３分類

• 日本政策金融公庫の「創業の手引」より、ビジネスアイデアを
整理するための３つの観点「やりたいこと（WILL）」「できる
こと（CAN）」「求められること（NEED）」を整理するため
のワークを取り入れました。

◆ エレベーターピッチ

• 「2025年度 女性のための起業プログラム」（令和8年1月~2月開
催。京都市、公益財団法人京都高度技術研究所(ASTEM)、京都信
用保証協会が主催となり、起業に必要な実践的な知識を全５回で
習得できるプログラム。）にて伊藤弥生公認会計士から学んだエ
レベーターピッチの手法をワークに取り入れました。

実際に記入する
ワークシート。
３つの分類に当
てはまるビジネ
スアイデア案と
その理由・ねら
いを整理してい
ただきました。

エレベーターピッチとは？

ごく短時間（30秒～1分くらい）で、自分のアイデアを簡潔
にわかりやすく伝える説明のこと。

• 「ビジネスアイデア」「ターゲット」「セールスポイント」を整
理していただき、「私は何を、誰に向けて、どのように提供しま
す。」の流れに沿って発表していただきました。

実際に記入する
ワークシート

参加者に発表いただく内容



▍発表・講評 ▍アンケート結果

◆ 発表

◆ 講評

メンバー間でのフィードバックを経てブラッシュアップしたビ
ジネスアイデアを、各班から１名ずつ発表していただきました。

参加者の発表に対し、mui Lab㈱大木氏からご講評いただきま
した。大木氏と参加者との間で質疑応答が繰り返され、その様子
はビジネスコンテストさながらの盛り上がり。大木氏からは、
「収益があるからこそビジネスは成立する。どこから収益を得て、
どういう構造で資金を回していくかが見えれば、ビジネスの観点
からの解像度が上がってくる。」とアドバイスをされました。

【近畿財務局京都財務事務所 総務課】
TEL：075-752-1417 / E-mail ： kyoto-soumuka@kk.lfb-mof.go.jp

…編集後記…

50%
42%

8%

セミナーは役に立ちましたか？

（回答者：12名）

大変役に立った

役に立った

どちらとも言えない

当日の参加者は13名。
うち12名からアンケー
トの回答を受け、「本
日のセミナーは役に立
ちましたか？」の設問
に対し、大多数の方か
ら「大変役に立った」
「役に立った」との回
答をいただきました。

また、次回参加して
みたいテーマについて
の設問では、本セミ
ナーをもう一度開催し
てほしいとの回答もあ
り、参加者の皆様にとって有意義な時間になったことが伺えました。

～ 参加者のご感想 ～
• とにかく盛り上がり、夢が広がって楽しかったです！自分の

「want」を再確認する貴重な機会にもなりました。
• 我々が通常考える手法とは異なり、『目から鱗』でした。事業計

画を策定する際に活用させていただきます。
• フューチャーデザインにおいて過去を振り返る時間がすごく大事

なんだと実感しました。過去があるから、未来のことも想像しや
すくなる！そんな気づきを得ました。

• 過去を振り返り、将来視点、未来人の感覚で物事を考えたことが
なく、とても有意義な時間となりました。特に「ビジネスアイデ
ア」を考え、見知らぬ人の意見を伺うのは刺激になりました。

今回、起業家の方向けにフューチャー・デザインの手法を活用したのは初めての試
みですが、参加者からは「今後の事業展開や新規事業の深掘りに活かしたい」という
声を多数頂戴し、フューチャー・デザインの新たな活用可能性が広がる貴重な機会と
なりました。本セミナー開催にご尽力いただいた関係者の皆様に深く感謝申し上げる
とともに、京都財務事務所は今後も地域活性化に資する取組を推進してまいります。

発表・講評の模様

2050年の社会 ビジネスアイデア

・町家が無くなっている

・猛暑により、山鉾巡行が夕方開催に

・過去の文化を残したいと思っている人多数

　懐かしいあの頃に戻れる環境を提供する

　ビジネス

・若者がAI疲れしている

・人間の人生経験が最大の価値に

・記憶と能力を自由にセッティングできる

　車の助手席に乗ると運転手のリアルな人生

　経験や想いが自分の頭にインストールされ、

　旅の道中で他者の人生を体感できるビジネス

・肉体労働はロボットが担うこととなり、人

　間は暇になる

・働くことが娯楽化する

 『 BWS（Body Work Space）』

　 → 肉体労働を楽しむビジネス

　 　（ex. 草刈り選手権）

・先生がAIロボットになっている

・ロボットと２人で住んで孤立している人が

　多い

　血や細胞を保存し、病気になったときにそれ

　を培養して活用するビジネス
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